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２００７年年末手当の回答状況　 ２００７年１１月２９日現在

妥結日回答日対前年度比支払日本年度実績前年度実績会社別

１１／２８１１／２８０.０２ヵ月増１２／１４２.５６ヵ月２.５４ヵ月北海道

１１／２０１１／２００.０５ヵ月増１２／７３.２５ヵ月３.２０ヵ月東日本

１１／９１１／９０.０５ヵ月増１２／１０３.００ヵ月２.９５ヵ月東　海

３／２４３／１５０.０２５ヵ月増１２／１０２.７５ヵ月２.７２５ヵ月西日本

１１／２０１１／２００.０８ヵ月増１２／７２.３８ヵ月２.３０ヵ月四　国

１１／２０１１／２００.０２ヵ月増１２／７２.６５ヵ月２.６３ヵ月九　州

１１／２８１１／２２０.０４５ヵ月増１２／７２.０ヵ月１.９５５ヵ月貨　物

１１／２９１１／１２０.１７ヵ月減１２／１４２.２５ヵ月２.４２ヵ月テレコム

１１／２９１１／２２０.０１ヵ月増１２／１０３.１０ヵ月３.０９ヵ月システム

６／２０６／１５０.０２５ヵ月減１２／１０２.９８ヵ月３.００５ヵ月鉄道総研

※「テレコム」については、系列三社の合併に伴う「特別支給０.２５ヵ月分」を、
別途、上記支払日に併給する。

１１１１・・３３００集集会会にに７７３３００００人人

１１
・
２１

韓
国
・
北
朝
鮮
、

１２
月
１１
日
か
ら
南
北
鉄
道
で
運

行
す
る
貨
物
列
車
１
日
１
往
復

を
合
意
。

１１
・
２４

豪
総
選
挙
、
イ
ラ

ク
戦
闘
部
隊
の
撤
収
公
約
に
掲

げ
た
労
働
党
が
大
勝
し
、
政
権

交
代
へ
。

１１
・
２６

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

Ｍ
６
地
震
続
発
。

１１
・
２７

国
連
開
発
計
画
、

報
告
書
「
気
候
変
動
と
の
戦

い
」
を
公
表
し
、
先
進
国
に
対

し
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
を
１
９
９
０
年
比
で

２
０
２
０
年
ま
で
に
３０
％
、
５０

年
に
は
同
８０
％
の
大
幅
削
減
が

必
要
と
指
摘
。

１１
・
２８

東
京
地
検
特
捜

部
、
防
衛
専
門
商
社
「
山
田
洋

行
」
の
過
剰
接
待
問
題
に
絡
み
、

収
賄
容
疑
で
防
衛
省
前
事
務
次

官
守
屋
武
昌
と
妻
を
逮
捕
。

平
和
セ
ン
タ
ー
と

長
崎
県
内
で
集
会

長
崎
県
内
で
は
、
１１
月
１５
日

長
崎
県
集
会
（
１
７
０
人
）
、
１６

日
県
央
（
諌
早
・
大

村
・
島

原
）
地
区
集
会
（
１
２
０
人
）
、

２７
日
県
北
地
区
集
会
（
１
５
０

人
）
を
開
き
、
近
年
に
な
い
参

加
者
と
な
っ
た
。

各
集
会
で
は
、
主
催
団
体
と

し
て
挨
拶
し
た
県
平
和
運
動
セ

ン
タ
ー
や
地
区
労
代
表
か
ら
、

「
今
の
政
治
情
勢
を
生
か
し
き

る
運
動
と
し
て
、
支
援
を
も
う

一
度
強
め
、
全
面
解
決
ま
で
一

緒
に
頑
張
り
た
い
」
と
い
う
こ

と
が
共
通
し
て
述
べ
ら
れ
た
。

大
阪
集
会
に

２５０
人
が
参
加

国
労
近
畿
地
本
と
建
交
労
大

阪
府
本
部
は
、
１１
月
２２
日
、
国

労
大
阪
会
館
で
「
１１
・
２２
国
鉄

闘
争
勝
利
大
阪
集
会
」
を
開
い

た
。
参
加
者
は
２
５
０
人
。
同

日
に
は
、
大
阪
の
争
議
支
援
総

行
動
も
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
集

約
集
会
と
「
１
県
１
集
会
」
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
だ
。

近
畿
地
本
居
川
委
員
長
は
、

「
１１
・
３０
中
央
集
会
を
成
功
さ

せ
、
裁
判
闘
争
の
勝
利
、
政
府

の
責
任
に
よ
る
全
面
解
決
へ
世

論
と
運
動
を
一
層
広
げ
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

「１１・３０全国大集会」には、７３００人が参加し、会場カンパは１０４万１０２０円が集約された

「
４
者
・
４
団
体
」
を
代
表

し
て
挨
拶
し
た
国
労
高
橋
委
員

長
は
、「
政
治
の
流
れ
が
変
わ
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
な
ん
と
し
て

も
解
決
に
向
け
た
動
き
を
作
り

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
信
頼
と
団
結
を
一

層
深
め
、
一
日
も
早
い
解
決
を

め
ざ
し
た
い
」
と
強
調
。

集
会
呼
び
か
け
人
代
表
の
芹

澤
壽
良
高
知
短
期
大
学
名
誉
教

授
は
、「
新
た
な
正
念
場
を
迎
え

て
い
る
今
ほ
ど
原
告
と
家
族
へ

の
励
ま
し
が
必
要
で
あ
り
、
満

足
い
く
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う

協
力
を
」
と
訴
え
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
民
主
党
大

島
参
院
議
員
、
共
産
党
穀
田
衆

院
議
員
、
社
民
党
保
坂
衆
院
議

員
が
連
帯
と
解
決
に
向
け
た
決

意
を
表
明
し
た
。

弁
護
団
報
告
に
続
い
て
は
、

闘
争
団
全
国
連
絡
会
議
神
宮
議

長
、
全
動
労
争
議
団
工
藤
副
団

長
、
鉄
建
公
団
訴
訟
原
告
団
酒

井
団
長
、
そ
し
て
家
族
が
「
満

足
の
い
く
解
決
を
」
と
訴
え

た
。小

田
原
・
川
崎
で

「
意
見
書
」初
採
択

神
奈
川
地
区
本
部
が
関
係
議

員
な
ど
に
要
請
し
て
い
た
「
Ｊ

Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を

求
め
る
意
見
書
」
が
小
田
原
市

議
会
で
９
月
３
日
、
川
崎
市
議

会
で
１１
月
２８
日
採
択
さ
れ
た
。

累
計
で
は
、
７
３
０
自
治
体

１
０
９
７
本
（
１８
都
道
府
県
・

２
３
３
市
・
４
０
７
町
・
５６
村

・
１６
特
別
区
）
に
も
の
ぼ
る
。

「
４
者
・
４
団
体
」
は
、
１１
月
３０
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
「
２０
年
の
節
目
、
総
力
を
あ
げ
た
闘
い
で
勝
利
を
！

『
Ｊ

Ｒ
採
用
差
別
』
全
面
解
決
を
迫
る
１１
・
３０
全
国
大
集
会
」
を
開
き
、
７
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。
集
会
で
は
、「
全
参
加
者
の
総

意
と
し
て
、
当
事
者
た
ち
の
解
決
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
要
求
を
実
現
す
る
た
め
、
全
国
各
地
で
引
き
続
き
支
援
体
制
の
強
化

と
大
衆
的
な
運
動
の
高
揚
を
め
ざ
し
、
裁
判
闘
争
の
勝
利
と
政
府
と
の
解
決
要
求
交
渉
に
よ
る
当
事
者
が
満
足
す
る
解
決
を
勝

ち
取
る
ま
で
断
固
闘
う
」
と
の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
。
集
会
後
は
、
鍛
冶
橋
（
旧
国
労
会
館
前
）
ま
で
デ
モ
行
進
し
た
。

一
日
も
早
く
解
決
実
現
を

政
府
の
責
任
極
め
て
重
い

「４団体」代表を先頭にして行われた集会後のデモ行進

広
島
地
本
で

２
人
が
加
入

広
島
地
本
で
西
労
組
か
ら
２

人
が
国
労
に
加
入
し
た
。
い
ず

れ
も
１１
月
２０
日
付
で
の
加
入

で
、
広
島
支
部
西
条
駅
の
５０
歳

運
輸
係
と
周
防
支
部
徳
山
新
幹

線
管
理
室
の
４７
歳
施
設
係
。
２

人
と
も
「
仲
間
と
安
全
を
大
切

に
し
あ
う
職
場
を
つ
く
る
た
め

に
頑
張
り
た
い
」
と
語
っ
て
い

る
。
国
労
西
日
本
大
会
以
降
の

加
入
は
４
人
と
な
っ
た
。

安
倍
総
理
の
突

然
の
辞
任
、
そ
の

後
を
引
き
継
い
だ

福
田
総
理
、
ソ
フ

ト
ム
ー
ド
で
悪
い

こ
と
を
し
な
い
人

に
見
え
て
、
内
閣
支
持
率
も
前

任
者
よ
り
良
い
。
確
か
に
安
倍

総
理
が
主
張
し
て
い
た
「
美
し

い
国
づ
く
り
」「
戦
後
レ
ジ
ュ
ー

ム
か
ら
の
脱
却
」
は
一
言
も
述

べ
な
い
▼
首
相
の
諮
問
機
関
で

あ
る
「
政
府
税
制
調
査
会
」
が

消
費
税
の
税
率
を
１０
％
程
度

に
、
所
得
税
も
引
き
上
げ
、
法

人
税
に
つ
い
て
は
引
き
下
げ
る

と
い
う
答
申
を
行
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
自
民
党
税
制
調
査
会

は
、
０８
年
度
税
制
改
正
で
は
、

解
散
・
総
選
挙
を
に
ら
ん
で
消

費
税
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
行

わ
な
い
と
決
定
し
た
模
様
。
し

か
し
、
総
選
挙
後
は
確
実
に
行

う
だ
ろ
う
。
値
上
げ
さ
れ
れ
ば

国
民
生
活
は
大
打
撃
に
あ
う
▼

国
民
生
活
に
と
っ
て
は
、
も
っ

と
深
刻
な
こ
と
が
行
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
来
年
４
月
に
実
施
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
後
期
高
齢
者
と
は
７５
歳
以

上
の
年
金
生
活
者
で
、
他
の
世

代
と
切
り
離
し
、
健
康
保
険
制

度
を
作
る
も
の
で
、
内
容
は
現

在
１
割
負
担
を
２
割
負
担
に
。

診
療
報
酬
を
定
額
制＝

上
限
を

設
定
し
、
医
療
費
が
高
く
つ
く

者
は
病
院
か
ら
追
い
出
し
、
保

険
料
も
年
間
２
０
０
万
程
度
の

年
金
者
は
４
割
程
度
が
値
上
げ

さ
れ
る
▼
日
本
国
憲
法
は
国
民

の
生
存
権
を
認
め
、
特
に
憲
法

第
２５
条
は
「
す
べ
て
国
民
は
、

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」

「
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面

に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会

保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及

び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
あ
る
。
憲
法
と
国
民

生
活
を
守
っ
て
ほ
し
い
。（
博
）

第2 9 2 3号（昭和２８年６月１２日第三種郵便物認可）（１）2 0 0 7年1 2月1 3日（木曜日）（
毎月３、１３、２３日発行
１ 部 ４０ 円）
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英代表囲み交流会
国際アスベスト会議

１１
月
２３
〜
２４
日
、
石
綿
全
国

連
絡
会
が
準
備
に
あ
た
っ
た

「
国
際
ア
ス
ベ
ス
ト
会
議
」
が

横
浜
で
開
催
さ
れ
た
。
国
労

は
、
本
部
と
神
奈
川
地
区
本
部

が
参
加
し
運
営
・
協
力
に
あ
た

っ
た
。
ま
た
国
際
会
議
終
了
後

の
１１
月
２５
日
、
こ
の
国
際
会
議

に
合
わ
せ
て
来
日
し
た
ア
ス
ベ

ス
ト
禁
止
国
際
書
記
局
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ロ
ー
リ
ー
・
カ

ザ
ン
ア
レ
ン
さ
ん
を
囲
ん
だ
交

流
会
を
神
奈
川
労
働
プ
ラ
ザ
で

開
い
た
。
先
立
っ
て
は
、
神
奈

川
地
区
本
部
の
案
内
で
新
鶴
見

機
関
区
の
見
学
も
行
っ
た
。

ロ
ー
リ
ー
さ
ん
は
、
世
界
各

国
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
研
究
者

で
、
イ
ギ
リ
ス

国
鉄
労
組
（
Ｒ

Ｍ
Ｔ
）
と
も
関

係
が
深
く
、
加

藤
裁
判
（
旧
国

鉄
大
船
工
場
で

の
石
綿
被
曝
）

を
イ
ギ
リ
ス
国

労
ニ
ュ
ー
ス
で

も
紹
介
し
て
い

た
だ
い
て

い

る
。
こ
う
し
た

中
で
、
ロ
ー
リ
ー
さ
ん
か
ら

は
、
イ
ギ
リ
ス
国
鉄
の
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害
の
実
態
や
補
償
の
水

準
、
ま
た
労
働
組
合
の
取
り
組

み
な
ど
を
報
告
し
て
頂
い
た
。

国
労
と
し
て
も
、
こ
の
間
の
ア

ス
ベ
ス
ト
実
態
な
ど
を
踏
ま
え

て
神
奈
川
地
区
本
部
や
関
連
性

の
高
い
各
工
場
・
車
両
所
な
ら

び
に
工
作
協
議
会
か
ら
代
表
者

が
参
加
し
た
。

国
労
は
小
池
業
務
部
長
が
、

「
私
た
ち
も
、
組
織
内
に
ア
ス

ベ
ス
ト
問
題
対
策
委
員
会
を
設

置
し
て
Ｊ
Ｒ
各
社
に
対
し
て
労

働
者
の
保
護
や
補
償
問
題
の
改

善
に
む
け
て
交
渉
を
強
め
て
い

き
た
い
」
と
報
告
し
た
。

ローリー・カザンアレンさん

上野支部と江東支部が開いた東部地区集会

首
相
宛
決
議
を
採
択

解
決
求
め
る
東
部
地
区
集
会

【
千
葉
・
松
田
通
信
員
】
東

京
地
本
上
野
支
部
と
千
葉
地
本

江
東
支
部
は
１１
月
１９
日
、
都
内

江
東
区
の
亀
戸
カ
メ
リ
ア
で
、

「
１
０
４
７
名
不
採
用
問
題
早

期
解
決
、
国
鉄
闘
争
勝
利
東
京

東
部
地
区
集
会
」
を
開
い
た
。

参
加
者
は
１
５
０
人
。

清
水
江
東
支
部
委
員
長
の
司

会
で
始
ま
っ
た
集
会
は
、
主
催

者
を
代
表
し
て
玉
之
内
上
野
支

部
委
員
長
が
挨
拶
。
つ
づ
い
て

「
国
鉄
闘
争
を
巡
る
情
勢
と
解

決
へ
の
闘
い
」
と
題
し
て
、
本

部
の
濱
中
書
記
長
が
報
告
し
、

「
４
党
合
意
」
か
ら
紆
余
曲
折

し
な
が
ら
「
４
者
・
４
団
体
」

に
よ
る
政
治
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
説
明
し
た
。

被
解
雇
者
か
ら
の
訴
え
で

は
、
採
用
差
別
国
労
訴
訟
原
告

団
・
国
労
闘
争
団
全
国
連
絡
会

議
小
野
副
議
長
、
全
動
労
争
議

団
・
鉄
道
運
輸
機
構
訴
訟
原
告

団
渡
部
副
代
表
、
国
労
闘
争
団

鉄
道
運
輸
機
構
訴
訟
原
告
団
川

端
代
表
、
国
労
闘
争
団
鉄
建
公

団
訴
訟
原
告
団
酒
井
代
表
か
ら

現
状
報
告
が
あ
り
、
早
期
解
決

に
向
け
た
要
請
を
行
っ
た
。
４

者
の
訴
え
の
最
中
に
、
カ
ン
パ

の
要
請
を
行
い
、
４
万
６
４
７

２
円
が
集
約
さ
れ
た
。

集
会
最
後
に
は
、
福
田
首
相

宛
の
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
全

面
解
決
を
求
め
る
決
議
」
を
採

択
し
、「
本
集
会
の
名
に
お
い

て
、
政
府
は
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問

題
の
解
決
交
渉
テ
ー
ブ
ル
の
設

置
と
関
係
当
事
者
と
の
交
渉
を

早
期
に
開
始
し
、
全
面
解
決
を

図
る
よ
う
強
く
求
め
る
」
と
要

請
す
る
こ
と
に
し
た
。

岡山の１１・１４集会

建交労と岡山県集会
【
岡
山
・
片
岡
通
信
員
】
国

労
岡
山
地
本
と
建
交
労
岡
山
県

本
部
は
、「
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
」
全

面
解
決
を
迫
る
１１
・
１４
岡
山
集

会
を
１１
月
１４
日
、
岡
山
市
内
で

開
い
た
。
国
労
組
合
員
を
中
心

に
地
域
共
闘
や
地
区
労
傘
下
の

１
３
０
人
が
参
加
し
た
。

１２
日
に
は
、
第
三
支
部
が
、

福
山
地
区
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動

と
地
区
集
会
を
取
り
組
み
、
１４

日
も
、
第
一
支
部
、
第
二
支
部

が
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
と
地
元
国

会
議
員
要
請
、
各
単
組
へ
の
物

販
要
請
行
動
等
々
を
取
り
組
ん

だ
。

新潟県集会から

解決求め新潟集会 上野・江東
支部で開催

新
潟
地
本
は
、
国
労
本
部
、

函
館
・
音
威
子
府
闘
争
団
、
全

動
労
争
議
団
ら
を
迎
え
て
、
１

０
４
７
名
の
早
期
全
面
解
決
を

め
ざ
す
新
潟
県
集
会
を
１０
月
２７

日
新
潟
県
民
会
館
で
開
い
た
。

参
加
者
は
１
６
０
人
。

消費者大会で国労報告
公共交通の安全テーマに

１１
月
２０
日
、
第
４６
回
全
国
消

費
者
大
会
が
都
内
で
開
か
れ
、

宇
都
宮
弁
護
士
の
基
調
講
演
や

「
食
」「
消
費
者
政

策
」「
税
・

社
会
保
障
」「
環
境
」「
公
共
交

通
の
安
全
」「
暮
ら
し
と
憲
法
」

の
六
つ
の
テ
ー
マ
で
分
科
会
が

行
わ
れ
た
。

国
労
か
ら
は
、
小
池
業
務
部

長
が
「
公
共
交
通
の
安
全
」
分

科
会
で
「
多
発
す
る
首
都
圏
輸

送
障
害
に
つ
い
て
」
と
い
う
内

容
で
報
告
を
行
い
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
。
分

科
会
前
段
で
基
調
報
告
を
さ
れ

た
埼
玉
大
学
安
藤
陽
教
授
と
他

の
パ
ネ
ラ
ー
（
航
空
整
備
・
貸

切
バ
ス
）
、
会
場
参
加
者
ら
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

会
場
か
ら
は
、
な
ぜ
Ｊ
Ｒ
に

輸
送
障
害
が
多
い
の
か
、
安
け

れ
ば
良
い
と
い
う
考
え
も
見
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

な
ど
が
発
言
さ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
各
社
で
急
激
に
進
む
人

減
ら
し
の
実
態
、『
駅
ナ
カ
』
商

法
で
儲
け
を
上
げ
る
一
方
で
全

系
統
で
進
む
業
務
委
託
、
駅
の

窓
口
や
改
札
が
廃
止
・
営
業
時

間
短
縮
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

技
術
継
承
不
足
で
安
全
に
深
刻

な
実
態
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹

介
し
た
。

ま
た
、
労
働
組
合
と
し
て
も

安
全
問
題
で
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

強
化
し
て
い
く
決
意
と
、
消
費

者
・
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
て
安
全
・
安
心
な
公
共
交
通

づ
く
り
に
む
け
て
運
動
を
進
め

た
い
と
訴
え
た
。

（
小
池
）

新役員に柳瀬会長、青柳事務局長を選出した家族会大会

国
労
家
族
会
全
国
連
合
会

は
、
１１
月
２４
〜
２５
日
、
神
奈
川

県
三
浦
市
で
第
４５
回
定
期
大
会

を
開
き
、
２０
年
を
越
し
た
国
鉄

闘
争
を
、「
４
者
・
４
団
体
」
の

活
動
を
強
化
し
、
一
日
も
早
く

解
決
し
、
憲
法
改
悪
阻
止
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
反
対
な
ど

当
面
の
緊
急
課
題
に
取
り
組

み
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る

闘
い
の
前
進
に
向
け
、「
学
習
」

や
「
行
動
」
に
取
り
組
む
と
す

る
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

２
日
間
の
内
容
と
し
て
は
、

会
員
や
役
員
が
夫
の
退
職
が
近

づ
き
、
後
継
者
づ
く
り
に
悩
ん

で
い
る
こ
と
。
ど
う
国
労
の
力

を
か
り
て
拡
大
し
て
い
く
の
か

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
団
塊
の
世
代
の
大
量

退
職
の
中
で
、
家
族
会
の
財
政

は
ひ
っ
迫
し
て
お
り
、
大
会
を

２
年
に
一
度
と
す
る
こ
と
、
役

員
体
制
の
見
直
し
な
ど
を
提
案

し
、新
会
長
に
柳
瀬
つ
る
代
（
九

州
）
、
事
務
局
長
に
青
柳
清
美

（
東
京
）
を
選
出
し
た
。

（
大
貫
）

新会長に柳瀬さ
ん

家族会の第４５回定期大会
消費者大会で行われたパネルディスカッション
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